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参考資料７ 

5. まとめ 

（１）基本的な考え方と再生目標 

有明海及び八代海等を再生するための特別措置に関する法律（平成 14 年法律第

120 号）においては、有明海及び八代海等が、国民にとって貴重な自然環境及び水

産資源の宝庫として、その恵沢を国民がひとしく享受し、後代の国民に継承すべき

ものであることに鑑み、海域の特性に応じた当該海域の環境の保全及び改善並びに

当該海域における水産資源の回復等による漁業の振興に関し実施を促進する等特

別の措置を講ずることにより、豊かな海として再生することを目的としており、こ

の目的と前章で整理した環境等の変化も勘案して、有明海、八代海等の海域全体に

おいて目指すべき再生目標（全体目標）を次のとおりとした。 

 

○希有な生態系、生物多様性及び水質浄化機能の保全・回復 

有明海、八代海等は、他の海域ではみられない希有な生態系を有しており、高

い生物多様性及び豊かな生物生産性を有している。広大な干潟や浅海域は、有明

海、八代海等を特徴付ける生物種をはじめとする希有な生態系、生物多様性の基

盤となるとともに、水質浄化機能を有している。このような生態系、生物多様性

及び水質浄化機能を、後世に引き継ぐべき自然環境として保全・回復を図る。 

 

○二枚貝等の生息環境の保全・回復と持続的な水産資源の確保 

有明海、八代海等を水産資源の宝庫として後世に引き継ぐためには、海域環境

の特性を踏まえた上で、底生生物の生息環境を保全・再生し、二枚貝等の生産性

の回復をはじめとする底生生態系の再生を図り、ノリ養殖、二枚貝及び魚類等（養

殖を含む。）の多種多様な水産資源等の持続的・安定的な確保を図る。 

 

なお、今回の検討では、1970 年頃の有明海及び八代海の環境は生物・水産資源   

が豊かだったと言われることを踏まえ、基本として 1970 年頃から現在までの有明

海、八代海等の変化及びその原因・要因を対象とした。また、有明海、八代海等は

様々な環境特性を持ち、生物の生息状況も異なることから、問題点とその原因・要

因が海域毎に異なるものもあると考えられるため、有明海、八代海を環境特性によ

り区分し、個別海域毎に問題点及びその原因・要因の考察を行った（図 4.5.1）。 

 

上記の再生目標（全体目標）を踏まえ、有明海、八代海等の多様な生物の生息環

境の確保を図りつつ、生態系を構成する上で、又は水産資源として重要と考えられ

る生物について、今回の検討では「ベントス（底生生物）の変化」、「有用二枚貝の

減少」、「ノリ養殖の問題」及び「魚類等の変化」の 4項目を取り上げることとした。

これらの変化（基本として 1970 年頃から現在までの変化）に着目し、問題点の確

認及びその原因・要因の考察や、物理環境等の海域環境の現状と変化の整理を行っ

た。また、問題点及び問題点に関連する可能性が指摘されている原因・要因を有明

海と八代海のそれぞれについて図でも整理した（図 4.5.2、図 4.5.3参照）。 
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「有用二枚貝の減少」及び「ベントスの変化」については、基本的に移動能力が

小さいため特定の海域特性の影響を受けやすいと考えられるので、有明海又は八代

海の個別海域毎に考察した。一方、有明海、八代海等が抱える諸問題には、個別海

域毎に分析・評価しては事象を捉えることができないもの、空間として海域全体で

捉えるべきものがある。これらに該当する「ノリ養殖の問題」及び「魚類等の変化

（魚類養殖業の問題を含む。）」に関する原因・要因の考察や、「有用二枚貝の減少」

の原因・要因のうちエイ類による食害等に関する考察については、有明海又は八代

海の海域全体でまとめて行った。橘湾又は熊本県天草市牛深町周辺の海面について

は、隣接する有明海又は八代海で発生した赤潮が流入して養殖魚に被害が生じるこ

とが問題となっているため、それぞれ有明海全体又は八代海全体の中で整理した。 

また、海域の物理環境等の現状と変化については、問題点の間接的な要因になっ

ているものもあるため、３章「有明海・八代海等の環境等の変化」で述べた内容を

踏まえて以下の表に記載している。 

 

 

注）図中の有明海、八代海の青色の範囲は海域区分を示す。 

Ａ１海域…有明海湾奥奥部  Ａ２海域…有明海湾奥東部  Ａ３海域…有明海

湾奥西部 

Ａ４海域…有明海中央東部  Ａ５海域…有明海湾央部  Ａ６海域…有明海

諫早湾 

Ａ７海域…有明海湾口部  Ｙ１海域…八代海湾奥部  Ｙ２海域…球磨川河口部 

Ｙ３海域…八代海湾央部  Ｙ４海域…八代海湾口東部  Ｙ５海域…八代海湾口西部 

図 4.5.1 有明海及び八代海の海域区分 
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：直接的な原因･要因 ：生物、水産資源 ：海域環境 ：陸域･河川の影響 ：気象､海象の影響 

図 4.5.2 有明海における問題点と原因・要因との関連の可能性 

注）本報告書において関連があることを確認したものを実線で、その他を点線で示した。なお、有明海の中で関連があることを確認した海域区分が一つでもあれば実線で示して

いる。 
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注）本報告書において関連があることを確認したものを実線で、その他を点線で示した。なお、八代海の中で関連があることを確認した海域区分が一つでもあれば実線で示して

いる。 

：直接的な原因･要因 ：生物、水産資源 ：海域環境 ：陸域･河川の影響 ：気象､海象の影響 

図 4.5.3 八代海における問題点と原因・要因との関連の可能性 


